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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。

51
VOL

後 援 会 だ よ り  A p r i l

m a k o t o

ホームページ、
ブログはこちらからののうち誠 プロフィール

昭和25年生まれ 出雲郷小学校→東出雲中学校→
島根県立松江農林高校→東出雲町役場就職（平成23年
3 月に町 参 事を最後に退職）→平成 2 3 年 8 月
松江市議会初当選、平成 2 5 年 4月 2 期目当選
平成29年４月３期目当選、令和３年４月４期目当選

◆後援会事務局◆

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりをして
いきましょう。この度後援会だよりvol.51を発行いたしましたので、
ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

最 近 の 活 動 から

〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670　TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp　http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

6月定例議会予定
11日
17日
18日
19日
20日
21日
24日

25日
28日
3日

（火）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）

（火）
（金）
（水）

6月

7月

本会議（会期の決定、提案説明）
一般質問
一般質問
一般質問・議案質疑・委員会付託
総務委員会・予算委員会総務分科会
教育民生委員会・予算委員会教育民生分科会
経済委員会・予算委員会経済分科会
建設環境委員会現地視察
建設環境委員会・予算委員会建設環境分科会
予算委員会（分科会長報告・質疑・討論・採決）
本会議（委員長報告、質疑・討論・採決）、閉会

令和６年度の
松江市政の課題

有意義だった東京での研修会

　１月２２日から２４日まで、東京の自民党本部ビルで「自民党
島根県支部連合会 地方議員研修会」として、島根県議会議
員９名と松江市議会松政クラブ５名、出雲市議会９名が参加。
「こども未来戦略について」は小倉將信前こども政策担当
大臣が講師になるなど、研修項目にふさわしい専門的な
知識・実践経験を持つエキスパートの自民党国会議員
6人の皆さんが専門分野の講話、挨拶を兼ねた時局の
解説などを行いました。
　現在起きている課題
や問題を的確にわかり
やすく説明され、中には
成案前の事柄もあり、
今後の政策の行方など
大いに参考になり、有意義
な研修会でした。 国会議員を講師の研修会　令和６年度は、市長や市議会議員が今期最終の

４年目を迎え、一段と力の入る年度となります。

　都市計画の「線引き制度」によらない新たな制度の

構築を急ぐ年度ですし、市民要望をかなえる地域公共

交通の改善、松江駅前周辺のまちづくりの推進、

松江市総合体育館の改修や松江市新庁舎工事の

予定通りの進捗、変化に強い企業づくり、農林水産業

の振興、持続可能な観光の振興、子育てを安心して

できる環境づくりなどなど、課題は山積しています。

　市民の皆様のニーズや課題を的確にとらえ、令和

６年度も市政に皆様からの要望を反映するよう

頑張ってまいります。引き続きのご支援とご協力を

お願いいたします。

2月定例議会
令和６年度当初予算などを可決

　松江市議会２月定例会は、３月２２日
に３２日間の会期を閉じました。
　今議会は、条例案件３４件、単行案件
１８件（内指定管理者の指定８件）、令和
６年度当初予算など予算案件２５件、
承認案件１件、報告案件５件の計８３件
や藤原亮彦教育長の再任同意案件など
を審査し、議案を全て可決しました。
　一方、「（仮称）殿町プロジェクト

マンション棟」計画に対する景観
審議会の再度開催についての陳情
は不採択。今回の議会の特徴は、この
高層マンション計画をめぐる陳情審議
や、議員提出議案２件の審議でした。
この２件は松政クラブが起草し「松江
市の歴史的・文化的な街並みと景観
保全に関する決議」は可決し、市中
高層建築物の建築に係る手続きに
関する条例の一部改正案は残念
ながら否決となりました。採決は全て
電子表決で行われました。
　他の議員提出議案として「松江市

議会議員の請負の状況の公表に関する
条例制定」と「松江市議会委員会条例の
一部改正」を可決しました。これらの
議案は、野々内誠公式ブログ２月１６日
と２１日、３月２３日で紹介しています。
　また、代表質問は９項目を質問し２・３
ページで特集しましたが、かなり省略
しています。松江市議会 インターネット
中継 （media-streaming.jp）では、
質問と答弁全てを動画で見ることが
できます。（予算金額や提出議案の
詳細は市ホームページや市報等を
ご覧ください）

ベトナム人寄宿舎のご近所様交流会

　２月１５日、東出雲町揖屋にベトナム人寄宿舎「シェアハウス
東出雲」が開所し、ご近所様交流会に招かれて出席しました。
設置者は社会福祉法人敬仁会さん。
　ご近所様交流会は、近所から８名、法人から５名、雇用されて
いるベトナム人の皆さん１３名が出席。手づくりのベトナム料理
を味わいながら、交流を深めました。
　今後も貴重な戦力として外国人の就労が続き、このような
居住施設も増えていく
と思われますが、共存
できるよう双方が努力
することも必要です。
　地域の皆さんも出会
われたら声をかけてあげ
てくださいね。

体協支部のボウリング大会

　2月３日は、体協出雲郷支部主催の「第１５回ボウリング大会」
を「しんじ湖ボウル」で開催。地区内から１４チームが参加し、
冬の運動不足解消に楽しい時間を過ごしました。笑い声が
絶えないゲームに勝敗は二の次ですね。
　野々内は体協支部長を務めさせていただいていますが、新型
コロナの影響で地域の体育行事は大きく影響を受けました。
特に、町民体育大会は
令和元年の大雨で中止
して以来、今年は６年ぶり
となります。健康づくり
はもちろん、災害時にも
貢献できる地域のつな
がりを求めていきます。

ご近所交流会の一コマ

東出雲の公共交通施策を市長に要望

　３月２５日には、東出雲地区における公共交通施策について
の市長要望に、東出雲町の自治連合会、まちづくり協議会、
地区社会福祉協議会の皆さんと市役所に出かけました。
　要望は、ＡＩデマンドバス導入など交通弱者にとって利便
性の高い域内交通の検討・松江市営バス竹矢線を東出雲
まで延長・松江市全体を対象とした地域公共交通の再構築
を進めてほしいの３点。
上定市長に要望書を
提出し、意見交換を行い
ました。
　地域住民が安心して
生活するために必要な
交通政策が実現するよう、
努力してまいります。

市長に要望書を提出し意見交換を
行いました。

支部長として始球式に臨みました。
幸いガーターは免れました。



クローズアップ
Assignment close up課

題クローズアップ
Assignment close up課

題

コ
ロ
ナ
禍
後
は
徐
々
に
再
開
で
き
て

お
り
、今
後
さ
ら
に
活
発
に
や
り
取
り

す
る
こ
と
で
友
好
関
係
を
深
め
る
。

（
１
）屋
外
ア
ー
ト
は
全
国
的
に
人
気
が

あ
り
多
く
に
自
治
体
で
取
り
組
ん
で

お
り
、姉
妹
都
市
で
も
尾
道
市
や
珠
洲

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
。本
市
で
も

文
化
度
を
高
め
る
事
業
に
取
り
組
む

考
え
を
伺
う
。

上
定
市
長　
野
外
芸
術
活
動
は
、文
化
力

向
上
や
観
光
振
興
、地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
も
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、事
業

継
続
に
は
、財
源
の
確
保
と
と
も
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
事
業
者
・
住
民
の
協
力

と
理
解
が
必
要
不
可
欠
。引
き
続
き
、

他
地
域
で
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

実
施
体
制
・
予
算
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
、本
市
の
景
観
や
環
境
と
ア
ー
ト
と
の

融
合
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

で
、地
域
の
消
防
団
、防
災
組
織
、防
災

ヘ
リ
な
ど
と
連
携
し
た
対
応
が
必
要
不

可
欠
と
捉
え
て
い
る
。

（
２
）消
防
団
員
増
員
や
地
域
防
災
団
体

に
よ
る
地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て
。

上
定
市
長 

引
き
続
き
地
域
防
災
力
の

維
持
・
強
化
を
目
指
し
て
、行
政
、消
防

団
、自
主
防
災
組
織
な
ど
全
て
の
関
係

機
関
が
連
携
・
協
力
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

（
１
）国
か
ら
の
情
報
を
早
く
入
手
す
る

た
め
、東
京
で
の
市
の
出
先
機
関
の
再

設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

上
定
市
長　
本
市
の
事
務
所
廃
止
後
は
、

島
根
県
東
京
事
務
所
に
本
市
職
員
を

派
遣
し
て
、各
省
庁
と
の
連
絡
調
整
に

あ
た
っ
て
い
る
。ま
た
、本
市
か
ら
各

省
庁
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

　（
１
）珠
洲
市
に
は
今
回
の
地
震
で
親
身
に

な
っ
た
対
応
が
続
い
て
い
る
。姉
妹
都
市

交
流
の
基
本
的
な
考
え
方
と
現
状
を
伺
う
。

上
定
市
長　
能
登
半
島
地
震
に
関
し
て

姉
妹
都
市
の
珠
洲
市
を
支
援
す
べ
く
、

継
続
的
に
職
員
派
遣
し
て
い
る
。

尾
道
市
・
宝
塚
市
・
大
口
町
と
は
、引
き

続
き
交
流
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

姉
妹
都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、

「
準
特
定
地
域
」の
指
定
基
準
に
か
か
る

算
定
方
法
が
現
状
の
稼
働
台
数
の
実
情

に
合
っ
て
い
な
い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、今
後
交
通
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、「
準
特
定
地
域
」の
解
除
や
制
度

自
体
の
見
直
し
に
つ
い
て
島
根
運
輸
支
局

に
対
す
る
申
し
入
れ
を
検
討
し
て
い
く
。

（
2
）規
制
緩
和
で
地
方
で
も
認
め
ら
れ
た

個
人
タ
ク
シ
ー
の
起
業
促
進
や
、一
般

ド
ラ
イ
バ
ー
が
有
償
で
顧
客
を
送
迎
す
る

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」に
つ
い
て
。

上
定
市
長 

本
市
の
タ
ク
シ
ー
登
録
台
数

は
、適
正
車
両
数
を
大
き
く
上
回
っ
て

お
り
事
実
上
、新
規
参
入
や
増
車
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、

当
面
は
国
の
動
向
を
注
視・地
元
タ
ク
シ
ー

事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど

し
て
導
入
に
向
け
た
課
題
整
理
を
行
う
。

（
1
）能
登
半
島
級
の
地
震
が
起
き
た

場
合
、現
在
の
本
市
の
消
防
本
部
能

力
は
災
害
の
何
割
程
度
に
対
応
可
能

か
、何
割
の
市
域
で
対
応
可
能
か
。

上
定
市
長 

こ
う
し
た
非
常
時
に
お
い

て
、消
防
機
関
で
あ
る
消
防
本
部
・

消
防
署
・
消
防
団
は
、人
命
救
助
を
最

優
先
に
活
動
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
る
。

対
応
能
力
の
数
値
化
は
難
し
い
も
の

の
、災
害
が
同
時
に
多
発
し
た
場
合
に

は
消
防
本
部
で
は
対
応
能
力
の
不
足
等

（
1
）土
地
利
用
制
度
の
方
向
設
定
や
景
観

計
画
の
見
直
し
、地
域
公
共
交
通
計
画
な
ど

も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
策
定
を
急
ぐ
べ
き
。

上
定
市
長 

新
た
な
土
地
利
用
制
度
は
、

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
構
築
す
べ
く
調
整

を
行
っ
て
い
る
。松
江
市
景
観
計
画
の

見
直
し
は
、現
行
計
画
策
定
か
ら
16
年
が

経
過
し
計
画
の
改
正
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
。松
江
市
地
域
公
共
交
通
計
画
は
、

「
松
江
市
公
共
交
通
利
用
促
進
市
民
会
議
」

に
お
い
て
策
定
作
業
を
進
め
、令
和
6
年

中
に
取
り
ま
と
め
た
い
。

（
1
）今
後
の
高
さ
規
制
を
検
討
す
る
た
め

の
審
議
会
開
催
や
、松
江
城
天
守
閣
直
下

の
土
地
に
２
度
目・３
度
目
の
同
様
な
建
築

計
画
が
出
な
い
よ
う
、市
長
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
す
る
考
え
か
。ま
た
、現
計
画
地
を

市
が
買
収
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
な
い
か
、

そ
の
際
の
買
収
価
格
等
の
検
討
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。

上
定
市
長 

景
観
審
議
会
の
諮
問・答
申
の

手
続
き
が
市
景
観
条
例
の
規
定
に
則
っ
た

も
の
で
、景
観
審
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

正
式
な
答
申
を
反
故
に
は
で
き
ず
現
時
点

で
改
め
て
諮
問
を
行
う
考
え
は
な
い
。

し
か
し
、同
委
員
か
ら
の
意
見
聴
取
機
会

を
設
け
る
べ
く
調
整
を
図
っ
て
い
る
。一
方

で
、国
宝
松
江
城
か
ら
至
近
の
場
所
に
高

層
建
築
物
が
乱
立
す
る
よ
う
な
事
態
は
何

と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、景
観

規
制
を
出
来
る
だ
け
早
く
改
め
る
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

現
計
画
地
の
買
収
は
、現
行
の
法
律
等
に

適
合
す
る
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、検
討
す
る

必
然
性
は
な
い
も
の
の
、「
ま
つ
え
／
風
景
会

議
」か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、建
築
主
の
事

業
者
と
の
間
で
、協
議
を
重
ね
て
い
る
が
、

「
採
算
面
か
ら
階
数
や
高
さ
を
下
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
」と
の
回
答
を
受
け
て
い
る
。

（
1
）「
改
正
タ
ク
シ
ー
特
措
法
」に
よ
っ
て
、

本
市
は
準
特
定
地
域
に
指
定
さ
れ
タ
ク

シ
ー
事
業
が
供
給
過
剰
と
な
る
恐
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
指
定
は
タ
ク
シ
ー
不
足
の
現
状

に
合
っ
て
お
ら
ず
、タ
ク
シ
ー
の
増
車
を

す
る
た
め
市
に
お
い
て
指
定
解
除
の
申
し

出
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。

上
定
市
長 

本
市
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
の

１
日
１
車
あ
た
り
の
実
車
キ
ロ
及
び

旅
客
収
入
が
、国
土
交
通
省
が
基
準
と

比
較
し
て
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
供
給
過
」と
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、本
市
か
ら
の

申
し
出
に
よ
る
解
除
は
で
き
な
い
こ
と
を

島
根
運
輸
支
局
に
確
認
し
て
い
る
が
、

本
市
に
お
け
る
運
転
手
不
足
に
よ
る

タ
ク
シ
ー
不
足
の
実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、

配
分
し
た
結
果
、予
算
総
額
は
過
去
最

大
規
模
の
１
、０
６
４
億
円
と
な
っ
た
。

　

目
下
、本
市
の
歳
出
予
算
の
増
加

に
歳
入
予
算
が
追
い
付
い
て
お
ら

ず
、こ
の
状
況
が
長
期
化
す
れ
ば
財

政
調
整
基
金
を
積
み
戻
す
原
資
の
決

算
余
剰
金
を
捻
出
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、国
の
地
方
財
政
対
策
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、人
件
費
の
抑
制
、業
務

の
効
率
化
、ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の

徹
底
、公
共
施
設
の
適
正
化
を
始
め

と
す
る
歳
出
改
革
に
不
断
に
取
り

組
み
、財
政
の
健
全
化
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
1
）令
和
６
年
度
の
特
徴
的
な
施
策

は
何
か
、令
和
６
年
度
事
業
に
よ
り

松
江
市
総
合
計
画「
M
A
T
S
U
E 

D
R
E
A
M
S 

2
0
3
0
」の
進
捗
と

達
成
見
込
み
、予
算
編
成
の
特
徴
と
財
政

上
の
課
題・財
政
健
全
化
に
つ
い
て
伺
う
。

上
定
市
長　
令
和
６
年
度
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
対
処
し

つ
つ
本
市
総
合
計
画「
M
A
T
S
U
E

D
R
E
A
M
S 

2
0
3
0
」の
着
実

な
実
行
に
向
け
て
、中
長
期
的
な
視
点

か
ら
注
力
す
べ
き
施
策
を
重
点
的
に

予
算
化
し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
は
、既
存

事
業
の
見
直
し
や
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
業
務
の
効
率
化
を
図
り
な
が

ら
、人
件
費
・
扶
助
費
な
ど
義
務
的

経
費
の
増
加
分
や
、
中
期
財
政
見

通
し
で
想
定
し
て
い
る
一
定
の
普
通

建
設
事
業
費
を
賄
う
と
と
も
に
、限

り
あ
る
財
源
を
「
M
A
T
S
U
E 

D
R
E
A
M
S
2
0
3
0
」に
掲
げ

る
５
つ
の
柱
に
沿
っ
た
施
策
に
重
点

（
１
）「
黄
泉
比
良
坂
」は
、古
事
記
に
も
登
場

す
る
神
話
の
舞
台
と
な
る
場
所
で
、劇
映

画
や
人
気
テ
レ
ビ
番
組
等
に
取
り
上
げ
ら

れ
、ネ
ッ
ト
検
索
大
手
の
昨
年
の
都
道
府
県

別
の
検
索
ワ
ー
ド
上
位
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

島
根
県
１
位
に
な
っ
た
。新
た
な
注
目
を

浴
び
た
場
所
と
し
て
、自
動
車
の
回
転
場

や
駐
車
場
の
整
備
、誘
導
看
板
な
ど
の

整
備
を
行
う
な
ど
、市
の
資
源
と
し
て

取
り
組
む
考
え
を
伺
う
。

上
定
市
長　

黄
泉
比
良
坂
の
来
訪
者
は

急
増
。来
訪
者
の
誘
導
に
関
す
る
案
内
表
示

は
近
く
設
置
が
完
了
す
る
見
込
み
。進
入
路

手
前
に
駐
車
場
用
地
が
確
保
で
き
な
い
か
、

地
元
関
係
者
の
皆
様
と
協
議
を
始
め
て

い
る
。今
後
も
、古
事
記
の
伝
説
が
息
づ
く

神
秘
的
な
地
と
し
て
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う
、

周
辺
環
境
の
整
備
や
情
報
発
信
に
努
め
る
。

能
登
半
島
地
震
の
被
災

状
況
か
ら
見
た
本
市
の

防
災
の
考
え
方
に
つ
い
て

Q5

黄
泉
比
良
坂
を
市
の

資
源
と
し
て
活
用
す
る

考
え
は
な
い
か

Q9

東
京
で
の
市
の
出
先
機
関

の
再
設
置
に
つ
い
て

Q6
姉
妹
都
市
と
の
交
流
に

つ
い
て

Q7

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
等
、市
の

野
外
美
術
事
業
を
進
め
よ

Q8

令
和
６
年
度
の
施
策
方
針
と

財
政
課
題
に
つ
い
て

Q1

「（
仮
称
）殿
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ン
シ
ョ
ン
棟
」の
計
画
に
つ
い
て

Q3
各
計
画
の
結
論
時
期
に
つ
い
て

Q2

タ
ク
シ
ー
不
足
問
題
に
つ
い
て

Q4

神話の舞台の黄泉比良坂

代表質問する野々内

奥能登国際芸術祭（珠洲市）の野外アート

会
派
を
代
表
し
て
代
表
質
問

　
2
月
26
日
の
33
回
目
の
一
般
質
問
は
、会
派「
松
政
ク
ラ
ブ
」を
代
表
し
、代
表
質
問
を

行
い
ま
し
た
。質
問
を
一
括
で
述
べ
た
の
ち
答
弁
を
一
括
し
て
行
う
方
式
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、一
問
一
答
方
式
で
記
載
し
て
い
ま
す
。答
弁
は
、す
べ
て
上
定
昭
仁
市
長
、

再
質
問
は
一
部
を
除
き
省
略
し
記
事
は
文
面
の
都
合
上
簡
潔
に
し
て
い
ま
す
。


